
平素は、当

協会の活動に

ご支援ご協力

を賜り厚く御礼申し上げます。さて、恒例となり

ました、「第6回東京都病院学会（学会長中西泉）」

を平成2 3年2月2 0日（日）に東医健保会館で開催

する運びとなりました。つきましては、何かと厳

しい社会情勢ではございますが、開催主旨にご

賛同を賜り、下記の要領で本学会抄録に是非と

も貴社の広告出稿をお願い申し上げます。

■ 広告出稿について

（１）学会参加者数　目標500名

（２）抄録集発行部数　2000部

（３）掲載広告のサイズと広告費

A4版　　1頁（サイズ：250×185mm）50,000円

1/2頁（サイズ：125×185mm）30,000円

■ 募集期間

平成22年9月～平成22年11月30日

■ お問い合せ

東京都病院学会事務局までお問い合わせ下さい。

TEL：03ー5217ー0896
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多
勢
の
参
加
者
を
！

当
協
会
の
設
立
目
的
は
「
こ
の
法
人
は
、

都
民
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
都
内
に
存
在
す
る
全
て
の

病
院
等
が
高
い
倫
理
観
の
も
と
に
一
致
協
力

し
て
、
医
療
の
質
の
向
上
と
健
全
経
営
に
関

す
る
諸
般
の
問
題
を
調
査
研
究
し
、
病
院
等

の
組
織
・
医
療
の
充
実
及
び
発
展
を
図
り
経

営
の
安
定
化
に
資
す
る
も
の
と
す
る
」
と
謳

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
最
大
の
催
物
が
年
一
回
開
催
さ
れ
る

「
東
京
都
病
院
学
会
」
で
す
。
今
回
で
六
回

目
と
な
り
、
本
年
度
の
主
題
は
「
医
療
現
場

は
護
ら
れ
て
い
る
か
」
│
働
き
や
す
い
職
場

を
創
る
た
め
に
│
（
学
会
長
中
西
泉
　
町
田

慶
泉
病
院
理
事
長
）
で
す
。
昨
年
は
、
こ
れ

ま
で
の
参

加
者
を
大

き
く
上
回

る
五
百
十

名
と
な
り

ま

し

た

が
、
本
年
も
さ
ら
に
多
勢
の
参
加
者
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

本
学
会
の
概
要

●
学
会
主
題

「
医
療
現
場
は
護
ら
れ
て
い
る
か
」

┃
働
き
や
す
い
職
場
を
創
る
た
め
に
┃

●
学
会
長
　
中
西
泉
（
東
京
都
病
院
協
会
常

任
理
事
　
町
田
慶
泉
病
院
理
事
長
）

●
開　
催　
日　
時　
平　
成　
二　
十　
三　
年　
二　
月　
二　
十　
日　
（　
日　
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
三
十
分

●
会
場
　
東
医
健
保
会
館

（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
　
徒
歩
五
分
）

●
学
会
長
講
演

「
働
き
や
す
い
職
場
を
創
る
た
め
の自

助
努
力
」

学
会
長
　
中
西
　
泉

●
基
調
講
演

「
ど
こ
ま
で
患
者
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る

病
院
に
な
れ
る
か
」

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

代
表
取
締
役
会
長
　
堀
　
紘
一
氏

●
後
援
　
（
社
）
東
京
都
医
師
会
・
東
京
都

基
調
講
演
に
堀
紘
一
氏

基　
調　
講　
演　
は　
、　
病　
院　
以　
外　
の　
一　
般　
の　
会　
社　

経　
営　
に　
詳　
し　
い　
演　
者　
を　
と　
い　
う　
中　
西　
会　
長　
の　

強　
い　
要　
望　
が　
あ　
り　
、　
今　
回　
の　
学　
会　
に　
は　
、　
日　

本　
の　
経　
営　
コ　
ン　
サ　
ル　
タ　
ン　
ト　
の　
第　
一　
人　
者　
で　

あ　
る　
、　
堀　
紘　
一　
氏　
を　
お　
迎　
え　
す　
る　
こ　
と　
が　
出　

来　
ま　
し　
た　
。　
堀　
紘　
一　
氏　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
ビ　
ジ　

ネ　
ス　
マ　
ン　

向　
け　
の　
多　

数　
の　
著　
書　

や　
テ　
レ　
ビ　

出　
演　
な　
ど　

で　
知　
っ　
て　

い　
る　
方　
も　
多　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
簡　
単　
に　
プ　

ロ　
フ　
ィ　
ー　
ル　
を　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　

昭　
和　
四　
十　
一　
年　
メ　
リ　
ー　
ラ　
ン　
ド　
州　
立　
大　
学　
留　
学　

昭
和
四
十
四
年

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

読
売
新
聞
社
入
社
（
経
済
部
記
者
）

昭
和
四
十
八
年
三
菱
商
事
入
社

昭
和
五
十
五
年

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
大
学

院
に
て
、
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
取
得

昭
和
五
十
六
年

ボ
ス
ト
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
グ
ル
ー
プ

平
成

元
年
同
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

平
成
十
二
年
ド　
リ　
ー　
ム　
イ　
ン　
キ　
ュ　
ベ　
ー　
タ　
設
立

平
成
十
八
年
同
社
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任

株　
式　
会　
社　
ド　
リ　
ー　
ム　
イ　
ン　
キ　
ュ　
ベ　
ー　
タ　
は　
、　

東　
京　
都　
目　
黒　
区　
に　
本　
社　
を　
置　
き　
、　
大　
企　
業　
の　

コ　
ン　
サ　
ル　
テ　
ィ　
ン　
グ　
、　
ベ　
ン　
チ　
ャ　
ー　
企　
業　
の　

イ　
ン　
キ　
ュ　
ベ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
及　
び　
自　
己　
資　
金　
の　
イ　

ン　
ベ　
ス　
ト　
メ　
ン　
ト　
業　
務　
を　
実　
施　
し　
て　
い　
る　
戦　

略　
コ　
ン　
サ　
ル　
テ　
ィ　
ン　
グ　
フ　
ァ　
ー　
ム　
で　
す　
。　

昨
今
の
混
沌
と
し
て
い
る
日
本
経
済
界
の

渦
中
で
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
堀
紘
一

氏
に
は
、
医
療
界
を
、
病
院
経
営
を
ど
の
よ

う
に
見
て
お
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
る
他
産
業
の
報
告
等
か

ら
ど
ん
な
こ
と
が
学
べ
る
の
か
、
有
意
義
な

お
話
を
伺
え
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

病
院
現
場
の本

音
を
聞
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
木
村
厚　
（
一
成
会
木

村
病
院
理
事
長
）　
を
座
長
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
と
し
て
、
医
療
現
場
の
第
一
線
で
働
く
長

谷
川
修
氏　
（
平
成
立
石
病
院
院
長
）、
篠
原
伸

次
氏
（
町
田
慶
泉
病
院
事
務
部
長
）
、
松
田

厚
恵
氏
（
い
ず
み
記
念
病
院
理
事
）
、
原
澤

秀
樹
氏
（
永
寿
総
合
病
院
薬
剤
部
長
）、
伊

藤
雅
史
（
等
潤
病
院
理
事
長
）　
の
五
名
に
出

演
い
た
だ
き
、
主
題
「
働
き
や
す
い
職
場
を

創
る
た
め
に
」
に
そ
っ
て
、
各
病
院
の
取
り

組
み
を
話
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

ど
の
産
業
も
、　
そ
こ
に
働
く
人
々
を
護
り
、　

育
成
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、　
そ
の
産
業
の
展

望
が
あ
り
ま
す
。
医
療
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、　
医
療
現
場
の
実
状
は
、　
医
師

や
看
護
師
不
足
に
悩
み
、
看
護
職
や
介
護
職

の
離
職
率
の
高
さ
の
混
乱
を
来
し
、　
決
し
て

「
仲
間
を
護
り
、
働
き
や
す
い
職
場
」
と
は

第6回東京都病院学会
抄録広告掲載のお願い

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日　
（
日
）
開
催

第
六
回
東
京
都
病
院
学
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
固
ま
る

学会長　中西　泉

堀 紘一氏

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日　
（
日
）
開
催

第
六
回
東
京
都
病
院
学
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
固
ま
る
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言
い
が
た
い
中
で
、
働
き
や
す
い
職
場
を
創

る
た
め
に
各
病
院
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
、　
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
か
、　
実
の
あ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

第
五
回
東
京
都
病
院
学
会
に
参
加

「
終
末
期
患
者
の
看
護
」
の
発
表
を
通
し
て

当
院
の
一
般
病
棟
は
、
四
十
九
床
で
、
内

科
・
外
科
・
整
形
外
科
な
ど
の
混
合
病
棟
で

あ
る
。

従
来
、
患
者
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
ス
タ
ッ

フ
間
で
話
し
合
う
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
患
者
と
の
信
頼
関
係
作
り
や
ケ

ア
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
々
で
対
応
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
発
表
し
た
事
例

は
、
四
十
代
後
半
の
癌
の
終
末
期
患
者
で
あ

っ
た
。
入
院
後
一
ヶ
月
経
過
し
た
頃
よ
り
、

保
清
や
バ
イ
タ
ル
測
定
な
ど
の
ケ
ア
の
介
入

を
拒
む
よ
う
に
な
っ
た
。
私
た
ち
看
護
ス
タ

ッ
フ
は
壮
年
期
の
終
末
期
患
者
へ
の
対
応
に

悩
ん
だ
。
患
者
か
ら
の
拒
否
が
続
い
た
た
め
、

ケ
ア
の
介
入
を
深
く
す
る
事
が
で
き
な
い
ま

ま
、
患
者
は
逝
去
さ
れ
た
。
個
別
性
を
持
っ

た
よ
り
よ
い
看
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
思
い
か
ら
、
課
題
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
の
発
表
だ
っ
た
。

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
ス
タ
ッ

フ
間
の
情
報
共
有
を
基
盤
と
し
た
患
者
・
家

族
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
、
患
者
へ
の
ケ

ア
の
統
一
で
あ
っ
た
。
本
事
例
の
結
果
な
ど

か
ら
、
よ
り
深
く
患
者
・
家
族
と
関
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め

（
一
）
固
定
チ
ー
ム
制
と

（
二
）
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
制
を
導
入
し
た
。
情

報
共
有
・
ケ
ア
の
統
一
の
た
め
に
（
三
）
チ

ー
ム
間
で
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

毎
日
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
参
加
で
き

な
か
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
情
報
が
共
有
で
き
る

よ
う
に
チ
ー
ム
ノ
ー
ト
を
作
成
し
活
用
し

た
。
患
者
の
情
報
共
有
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と

で
、
ケ
ア
の
統
一
が
図
れ
、
患
者
・
家
族
と

の
信
頼
関
係
も
築
き
や
す
く
な
っ
た
と
思
わ

れ
た
。
ま
た
、
ケ
ア
の
内
容
や
関
わ
り
方
で

課
題
が
出
現
し
て
も
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
、
個
人
の
負
担
も
軽
減

し
た
と
感
じ
ら
れ
た
。

学　
会　
発　
表　
を　
通　
し　
、　
個　
人　
の　
課　
題　
や　
反　
省　

に　
と　
ど　
ま　
っ　
て　
し　
ま　
う　
可　
能　
性　
が　
あ　
る　
問　
題　

も　
、　
病　
棟　
全　
体　
の　
課　
題　
と　
し　
て　
認　
識　
す　
る　
事　

が　
で　
き　
た　
。　
ま　
た　
、　
看　
護　
体　
制　
の　
見　
直　
し　
や　

一般演題（口演）・ポスター募集のご案内

1、応募条件

①発表資格者：一般社団法人東京都病院協会会員病院に勤務する者

②下記の部門別のテーマであること

「病院管理」「医師部門」「看護部門」（1 .看護総合、2 .急性期看護、3 .慢

性期看護、4 .医療安全・感染管理、5 .看護技術・教育）「薬剤部門」「画

像診断・放射線部門」「臨床検査部門」「栄養管理部門」「リハビリテー

ション部門」「臨床工学部門」「事務部門」「地域連携部門」「院内暴力対

策」「病院における環境への取組み」全13部門

③採否

演題の採用については、学会運営委員会で決めさせていただき、後日

連絡致します。採用された方には、抄録の準備をお願いします。

④演題総数

一般演題6 0演題、ポスター発表5 5演題で最大で1 1 5演題の登録が可能

です。

2、申し込み方法

演題発表の希望者は、所定の「演題申込書」に必要事項を記入の上、

平成22年10月29日（金）までにFAXまたはE-mailにてお申し込み下さい。

3、採否決定通知

11月中旬までにご連絡致します。

4、発表方法と発表時間

〈一般演題発表について〉

①発表方法

全てパワーポイントでの発表になります。スライド、O H P等は使用

出来ません。

②発表時間

1題6分間を予定しております。（質疑応答は発表終了後3分間）

〈ポスター発表について〉

①発表方法

演題ごとに演題番号をつけたパネル（9 0 c m×1 6 0 c m）を用意致しま

す。資料はパワーポイントで作成し、パネルの規格に従って発表するポ

スターを作製して下さい。

最初の資料には「演題名」「所属名」「演者名」を必ず記載して下さい。

②発表時間

1題5分間を予定しております。（質疑応答は発表終了後1分間）

5、抄録原稿の提出

演題発表者は、抄録原稿の提出が必要です。

提出期限は、平成22年12月17日（金）です。

6、事前登録参加費：1名様 4,000円（但し、理事長・院長は14,000円）

当日受付参加費：1名様 5,000円（但し、理事長・院長は15,000円）

その他、不明な点がありましたら、東京都病院協会事務局までご一報下

さい。

電話：03-5217-0896 FAX：03-5217-0898

URL：http://www.tmha.net/ E-mail：gaktmha@xqb.biglobe.ne.jp

カ　
ン　
フ　
ァ　
レ　
ン　
ス　
の　
導　
入　
な　
ど　
の　
業　
務　
改　
善　

へ　
と　
つ　
な　
げ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
と　
考　
え　
る　
。　

一　
般　
的　
に　
患　
者　
ニ　
ー　
ズ　
が　
多　
様　
化　
し　
て　
い　
く　

と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
中　
、　
職　
種　
に　
限　
ら　
ず　
チ　
ー　
ム　

医　
療　
を　
行　
っ　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
求　
め　
ら　
れ　
る　
。　

当　
病　
棟　
で　
も　
、　
医　
師　
・　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
部　
門　
・　
Ｍ　

Ｓ　
Ｗ　
と　
の　
定　
期　
的　
な　
カ　
ン　
フ　
ァ　
レ　
ン　
ス　
を　
行　

っ　
て　
い　
る　
が　
、　
今　
後　
は　
範　
囲　
を　
拡　
大　
し　
、　
内　

容　
を　
よ　
り　
充　
実　
さ　
せ　
る　
こ　
と　
が　
課　
題　
と　
な　
る　
。　

当
院
で
発
表
す
る
内
容
は
、
よ
り
良
い
病

院
作
り
の
た
め
の
取
り
組
み
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
学
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
他
部
署

の
取
り
組
み
を
互
い
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
な
ら
ず
、
他
院
の
発
表
も
刺
激
と
な
っ

て
院
内
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
学
会
へ
の
参
加
は
、
と
て

も
良
い
経
験
と
な
り
自
己
の
向
上
に
つ
な
が

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
看
護
師
と
し
て
感
性

を
磨
き
、
よ
り
よ
い
看
護
が
行
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

い
ず
み
記
念
病
院
　
看
護
師
　
滝
　
祐
美
氏
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○
は
じ
め
に

当
協
会
の
平
成
二
十
三
年
度
東
京
都
に
対

す
る
予
算
要
望
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二

十
八
日
に
東
京
都
医
師
会
と
の
検
討
会
を
行

い
、
東
京
都
医
師
会
の
要
望
書
に
反
映
さ
れ

て
、
八
月
末
の
都
医
理
事
会
を
経
て
、
東
京

都
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

都
に
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
対
す
る
都
議

会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
平
成
二
十
二

年
九
月
に
都
議
会
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明

党
の
三
党
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

当　
協　
会　
か　
ら　
の　
要　
望　
に　
は　
、　
特　
に　
今　
回　
は　
、　

昨　
年　
度　
の　
要　
望　
書　
に　
加　
え　
て　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
当　

協　
会　
が　
独　
自　
に　
実　
施　
し　
て　
来　
た　
「　
都　
議　
会　
民　

主　
党　
議　
員　
と　
の　
勉　
強　
会　
（　
通　
算　
四　
回　
開　
催　
）　」　

や　
「　
会　
員　
病　
院　
に　
よ　
る　
地　
区　
懇　
談　
会　
（　
平　
成　

二　
十　
二　
年　
八　
月　
現　
在　
、　
通　
算　
八　
回　
開　
催　
）　」　
等　

の　
議　
論　
を　
踏　
ま　
え　
た　
要　
望　
書　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

以
下
、
要
点
の
み
報
告
致
し
ま
す
。

○
東
京
都
病
院
協
会予

算
要
望
書
の
概
要

東
京
都
病
院
協
会
は
今
年
度
、
昨
年
度
の

要
望
に
加
え
て
、
都
議
会
民
主
党
と
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
お
よ
び
勉
強
会
や
地
域
懇
談
会
の
中

で
議
論
が
あ
っ
た
、
十
二
項
目
に
お
よ
ぶ
内

容
を
加
え
て
以
下
の
通
り
新
た
な
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

○
都
議
会
民
主
党
と
の
勉
強
会
に
お
い
て

提
案
さ
れ
た
新
た
な
要
望

（
会
報
第
一
五
〇
号
参
照
）

一
、
東
京
都
入
院
基
本
料
の
創
設

東
京
都
の
地
域
格
差
を
考
慮
し
た
都
独
自

の
診
療
報
酬
へ
の
加
算
。

民
間
病
院
に
対
す
る
都
立
病
院
並
み
の
負

担
軽
減
。

二
、
勤
務
医
の
外
来
診
療
に
対
す
る
負
担
軽

減
の
た
め
の
「
地
域
一
般
病
院
（
仮
称
）
」

の
創
設
。

三
、
医
師
業
務
の
軽
減
の
た
め
の
特
区
申
請

四
、
家
庭
医
育
成
の
シ
ス
テ
ム
構
築

五
、
そ
の
他

・
院
内
保
育
園
で
は
な
く
地
域
の
保
育
園
の

充
実

・
診
療
所
と
の
連
携
に
つ
い
て

○
地
域
懇
談
会
で
提
案
さ
れ
た
要
望

及
び
各
委
員
会
か
ら
の
新
た
な
要
望

一
、
都
内
医
療
施
設
に
対
す
る
教
育
研
修
支

援
事
業

（
一
）
教
育
研
修
支
援
事
業

五
次
医
療
法
の
改
正
で
は
医
療
安
全
の

確
保
と
し
て
「
院
内
感
染
防
止
」
「
医
薬
品

の
安
全
管
理
」「
医
療
機
器
の
保
守
点
検
・

安
全
使
用
に
つ
い
て
」
等
、
病
院
の
体
制
を

よ
り
高
い
水
準
で
確
保
す
る
こ
と
が
責
務
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
都
民
医
療
の
確
保
が
、

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
教

育
研
修
は
重
要
・
必
須
の
手
段
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
都
内
医
療
施
設

に
対
す
る
教
育
研
修
支
援
事
業
を
強
く
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
二
）
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
等
の
資
格
取

得
に
係
る
奨
学
金
制
度
へ
の
補
助

看
護
師
は
も
と
よ
り
、
介
護
者
の
質
の
向

上
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

資
格
取
得
を
援
助
奨
励
の
た
め
の
奨
学
金
制

度
へ
の
補
助
を
要
望
し
ま
す
。

二
、
診
療
情
報
の
開
示
支
援
事
業

医
療
機
関
の
質
の
向
上
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
診
療
情
報
の
適
正
な
管
理
お
よ
び
必

要
な
時
に
必
要
な
対
象
に
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

都
民
に
対
し
て
、
よ
り
適
切
な
情
報
を
提

供
す
る
た
め
の
以
下
の
研
究
、
推
進
施
策
の

実
践
を
要
望
し
ま
す
。

（
一
）
診
療
情
報
の
記
録
様
式
の
標
準
化

（
二
）
診
療
情
報
の
提
供
体
制
の
構
築

（
三
）
医
療
機
関
と
都
民
と
の
情
報
に
関
す

る
交
流
活
動

（
四
）
診
療
情
報
の
電
子
化
に
伴
う
費
用
の

補
助

三
、
地
域
連
携
の
構
築
と
地
域
医
療
推
進
支

援
事
業

（
一
）
東
京
都
の
医
療
連
携
の
構
築

行
政
は
機
能
分
化
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
連
携
に
関
し
て
は
現
場
任
せ
で
あ
る

よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

地
域
連
携
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
と
医
療
者
側
だ
け
の
会
議
だ
け
で
は
地

域
の
ニ
ー
ズ
は
吸
い
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
医
療
に
つ
い
て
各
医
療
圏
の
住
民
が
何

を
求
め
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
行
政
も

交
え
三
者
の
会
議
体
を
医
療
圏
ご
と
に
創
設

す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

（
二
）
東
京
都
地
域
医
療
推
進
事
業

急
性
期
か
ら
回
復
期
を
経
て
自
宅
に
戻
る

ま
で
、
患
者
さ
ん
が
、
一
貫
し
た
治
療
方
針

の
も
と
に
切
れ
目
な
い
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
各
地
域
で
適
切
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
る
よ
う
以
下
の
研
究
、

推
進
施
策
の
実
践
を
要
望
し
ま
す
。

①
都
内
で
医
療
・
保
健
・
福
祉
を
実
践
し
て

い
る
医
療
機
関
や
そ
の
職
員
及
び
医
療
人
、

市
民
に
よ
り
構
成
す
る
、
地
域
医
療
連
携
体

制
構
築
の
た
め
の
検
討
機
関
の
設
置

②
各
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に

必
要
な
Ｉ
Ｔ
設
備
導
入
へ
の
補
助

四
、
住
民
、
患
者
、
家
族
の
た
め
の
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築

（
一
）
患
者
図
書
館
補
助

病
気
に
関
す
る
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
が
自

分
の
病
気
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
上
か
ら
も

必
要
と
考
え
ま
す
。
患
者
教
育
に
も
つ
な
が

る
院
内
患
者
図
書
館
の
設
置
に
伴
う
補
助
を

要
望
し
ま
す
。

五
、
医
療
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
各

種
事
業

（
一
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

平
成
二
十
一
年
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
の
反
省
に
立
っ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

六
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実

（
一
）
受
け
入
れ
困
難
症
例
に
対
す
る
一
病

院
当
た
り
の
補
助
金
へ
の
要
望

毎
日
、
受
入
困
難
症
例
を
地
域
で
担
当
す

る
べ
く
医
師
を
確
保
す
る
が
、
一
医
療
機
関

あ
た
り
、
年
間
で
九
百
三
十
三
万
円
で
し
か

な
く
増
額
を
要
望
し
ま
す
。

（
二
）
選
定
困
難
症
例
受
入
に
対
す
る
助
成

根
拠

一
時
預
か
り
に
お
い
て
は
入
院
扱

い
と
し
て
お
ら
ず
、
外
来
で
、
長
時
間
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。
翌
日
午
前
中
ま
で
一
時
受

入
と
な
っ
た
症
例
は
、
入
院
管
理
料
程
度
の

助
成
金
を
要
望
し
ま
す
。

（
三
）
東
京
都
の
救
急
医
療
体
制
の
広
報
・

啓
発
に
対
す
る
助
成

東
京
都
の
救
急
医
療
体
制
の
広
報
・
啓
発

活
動
を
、
各
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
任

務
と
し
て
、
地
域
で
広
報
活
動
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
広
報
に
助
成
制
度
の
創
設
を
要
望

し
ま
す
。
一
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
年

間
百
万
円
程
度
総
額
二
千
四
百
万
円

（
四
）
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
医
師
派
遣

に
対
す
る
評
価

平
成
十
九
年
六
月
一
日
よ
り
東
京
消
防
庁

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
社
会
的
意
義
を
鑑
み
て
セ
ン

タ
ー
に
医
師
を
派
遣
し
、
あ
る
い
は
派
遣
の

た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
病
院
に
つ
い
て

は
、
評
価
お
よ
び
補
助
金
制
度
の
創
設
を
要

望
し
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
医
師
の
時
給
が
、

休
日
診
療
所
と
同
等
の
執
務
手
当
を
要
望
し

ま
す
。

（
五
）
救
急
医
療
研
修
等
の
充
実

救
急
医
療
の
研
修
は
、
講
習
等
よ
り
も
臨

床
実
習
等
の
積
み
重
ね
に
よ
る
技
術
習
得
の

必
要
性
が
高
い
部
門
で
あ
り
ま
す
。
特
に
救

急
救
命
士
の
業
務
拡
大
を
受
け
救
命
士
の
再

教
育
の
実
施
に
あ
た
り
、
二
次
救
急
医
療
機

平成二十三年度

東京都予算等に関する

要望について

総務委員会
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看護管理部会研修会のご案内
主題「意欲・実行・解決力を高める

脳と気持ちの整理術を学ぶ」

脳神経外科専門医として多くの診断治療に携わっている

北品川病院院長築山節氏（当協会理事）にご講演いただき

ます。

開催日時：平成22年10月21日(木) 午後2時～午後4時
会　　場：東医健保会館2F中ホール

（JR信濃町駅徒歩5分）

テ ー マ：「意欲・実行・解決力を高める

脳と気持ちの整理術を学ぶ」

講　　師：築山　節氏

（北品川病院院長　東京都病院協会理事）

会　　費：会　員　3,000円　非会員　6,000円

定　　員：先着100名

（定員になり次第締め切らせていただきます）

【連絡・申込み先】東京都病院協会事務局

TEL：03－5217－0896

関
の
救
急
担
当
医
師
の
研
修
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま　
た　
、　
平　
成　
十　
三　
年　
度　
よ　
り　
二　
次　
救　
急　
医　
療　

機　
関　
の　
救　
急　
担　
当　
医　
師　
が　
、　
三　
次　
救　
急　
医　
療　
機　

関　
で　
実　
習　
を　
行　
う　
「　
救　
急　
専　
門　
医　
養　
成　
事　
業　
」　

が　
実　
施　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
二　
次　
救　
急　
医　
療　
機　
関　

の　
質　
を　
確　
保　
す　
る　
た　
め　
に　
は　
救　
急　
担　
当　
医　
師　

の　
ス　
キ　
ル　
ア　
ッ　
プ　
が　
急　
務　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

「　
救　
急　
専　
門　
医　
養　
成　
事　
業　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　

事　
業　
内　
容　
の　
一　
層　
の　
充　
実　
を　
図　
る　
と　
と　
も　
に　

継　
続　
的　
な　
実　
施　
体　
制　
の　
支　
援　
を　
要　
望　
し　
ま　
す　
。　

（
六
）
精
神
・
身
体
合
併
患
者
受
入
に
対
す

る
要
望

長
年
に
わ
た
る
懸
案
事
項
で
す
が
、
精
神

科
を
標
榜
す
る
病
院
は
地
域
的
偏
在
も
あ

り
、
担
当
行
政
は
こ
の
問
題
の
解
決
策
を
常

に
制
度
上
の
問
題
と
し
て
、
新
た
な
体
制
を

発
表
し
て
き
て
い
る
。
平
成
十
四
年
九
月
、

精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
概
要
を
発
表
し
、

そ
の
内
容
は
、
精
神
科
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
大
変
判
り
や
す
い
制
度
で

し
た
。
特
に
懸
案
で
あ
る
救
急
身
体
・
合
併

症
医
療
に
お
い
て
も
大
学
病
院
・
職
域
病
院

等
及
び
都
立
病
院
の
協
力
と
明
記
さ
れ
、
大

い
に
期
待
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
制
度
が
あ

っ
て
も
掛
か
る
運
営
費
補
助
が
無
く
、
さ
ら

に
は
必
要
確
保
ベ
ッ
ド
が
常
に
満
床
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
現
状
、
何
ら
進
展
す
る
こ
と
な

く
選
定
困
難
事
案
の
一
つ
に
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
半
の
二
次
救
急
医
療
機
関
に
は
精

神
科
の
標
榜
が
無
く
、
選
定
困
難
と
な
っ
た

事
案
を
抱
え
る
と
、
医
療
従
事
者
側
も
疲
弊

度
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
、
制
度
改
革
の
み

で
な
く
、
財
政
基
盤
の
整
備
を
念
頭
に
し
た

財
政
処
置
を
要
望
し
ま
す
。

（
七
）
災
害
時
医
療
体
制
の
充
実

現　
在　
、　
災　
害　
拠　
点　
病　
院　
の　
み　
で　
災　
害　
医　
療　

訓　
練　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
英　
国　
の　
様　
に　
大　
規　

模　
災　
害　
に　
対　
す　
る　
災　
害　
医　
療　
訓　
練　
を　
東　
京　
消　

防　
庁　
が　
認　
め　
た　
医　
療　
機　
関　
に　
は　
災　
害　
拠　
点　
病　

院　
の　
有　
無　
に　
関　
わ　
ら　
ず　
助　
成　
を　
要　
望　
し　
ま　
す　
。　

七
、
慢
性
期
医
療
体
制
の
充
実

（
一
）
療
養
病
床
等
で
の
急
性
期
病
院
か
ら

の
患
者
受
入
に
対
応
す
る
た
め
の
補
助

「
東
京
都
精
神
科
患
者
身
体
合
併
症
医
療

事
業
」
に
準
じ
て
、
二
次
救
急
や
三
次
救
急

病
院
か
ら
療
養
病
床
に
お
い
て
も
積
極
的
に

患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
病

院
で
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
対
す
る
助

成
補
助
を
要
望
し
ま
す
。

（
二
）
療
養
病
床
に
お
け
る
「
慢
性
期
救
急

医
療
」
の
創
設

療
養
病
床
等
が
積
極
的
に
在
宅
等
の
高
齢

者
等
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
急
性
期
病
院

で
の
効
果
的
受
け
入
れ
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
慢
性
期
救
急
医
療
」
の
創
設
と
事

業
助
成
を
要
望
し
ま
す
。

（
三
）
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
と
の
連

携
医
療
機
関
へ
の
補
助

特
に
休
日
・
夜
間
に
お
け
る
利
用
者
の
急

変
等
に
備
え
、
受
入
体
制
を
整
備
し
た
連
携

医
療
機
関
に
対
す
る
補
助
の
新
設
を
要
望
し

ま
す
。

（
四
）
緩
和
ケ
ア
・
認
知
症
ケ
ア
医
療
の
拡

充
緩
和
ケ
ア
・
認
知
症
ケ
ア
医
療
の
拡
充
を

目
的
と
し
た
施
設
整
備
・
活
動
補
助
お
よ
び

運
営
補
助
を
要
望
し
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
当
協
会
の
東
京
都
に
対

す
る
予
算
要
望
書
は
、
当
協
会
が
東
京
都
医

師
会
に
提
出
後
、
東
京
都
医
師
会
の
要
望
書

に
反
映
さ
れ
て
、
東
京
都
に
提
出
さ
れ
る
も

の
で
す
。
東
京
都
医
師
会
か
ら
の
要
望
事
項

は
、
大
き
く
【
Ⅰ
】
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
の

総
合
的
な
整
備
の
推
進
、【
Ⅱ
】
生
涯
に
わ

た
る
健
康
維
持
、
増
進
そ
し
て
安
心
で
き
る

生
活
を
、【
Ⅲ
】
疾
病
予
防
対
策
、【
Ⅳ
】
救

急
医
療
、
【
Ⅴ
】
慢
性
期
医
療
と
地
域
ケ
ア

の
整
備
の
重
点
五
項
目
に
【
Ⅵ
】
そ
の
他
東

京
都
及
び
国
へ
の
働
き
か
け
、
【
Ⅶ
】
こ
れ

ま
で
の
規
定
事
業
の
二
項
目
を
加
え
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

東　
京　
都　
医　
師　
会　
は　
多　
少　
言　
葉　
の　
違　
い　
は　
あ　

り　
ま　
す　
が　
、　
東　
京　
都　
病　
院　
協　
会　
の　
要　
望　
の　
ほ　
と　

ん　
ど　
の　
項　
目　
を　
採　
用　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

ま
た
、
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

東
京
都
医
師
会
の
鈴
木
会
長
よ
り
五
つ
の
重

点
項
目
の
概
要
と
患
者
さ
ん
へ
の
医
療
提
供

は
自
宅
へ
戻
る
ま
で
の
切
れ
目
な
い
連
携
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
の
状
態
を
見

据
え
た
機
能
別
の
医
療
提
供
が
重
要
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
投
与
を
例
に
自
費
負
担
と
地
区
に

よ
っ
て
は
公
費
負
担
さ
れ
る
地
区
も
あ
り
、

同
じ
都
内
で
も
地
域
に
よ
る
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
医
療
提
供
に
お
い
て
地

域
に
よ
り
差
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

と
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

河
北
会
長
か
ら
は
、
勤
務
医
の
過
重
労
働
、

二
次
救
急
の
維
持
の
観
点
か
ら
も
、
早
急
に

東
京
都
独
自
の
診
療
報
酬
加
算
の
体
系
を
考

え
る
べ
き
と
の
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
具
体
的
に
雇
用
促
進
の
た
め
の

一
案
と
し
て
、
若
年
層
を
中
心
に
介
護
従
事

者
、
看
護
補
助
者
、
自
衛
隊
員
等
に
労
働
力

を
集
約
す
る
徴
用
制
度
を
早
急
に
創
設
す
べ

き
と
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
の
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
都
の
医
療
の

現
状
を
理
解
い
た
だ
き
、
医
療
機
関
及
び
都

民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
医
療
提
供
が
で
き
る

よ
う
、
東
京
都
医
師
会
と
連
携
し
、
予
算
要

望
と
各
党
と
の
接
触
を
継
続
し
て
い
く
所
存

で
す
。


